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皆
様
に
は
、
大
館
市
農

業
委
員
会
の
事
業
運
営
に
関

し
、
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
四
月
一
日
、
改
正
農

業
委
員
会
法
の
施
行
日
を
迎

え
、農
業
委
員
会
組
織
は
「
農

地
利
用
最
適
化
」
の
推
進
に

向
け
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、

全
国
一
八
九
委
員
会
が
新
体

制
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
委
員
会
も
今
後
二

年
余
り
の
間
に
順
次
、
新
た

な
体
制
へ
移
行
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
も
平
成
二
十
九
年

七
月
二
十
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
新
体
制
へ
の
移
行
に
向

け
て
、
先
陣
を
切
っ
た
農
業

委
員
会
を
参
考
に
し
な
が
ら

円
滑
な
組
織
整
備
と
運
営
に

臨
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
、
農
業
委
員
会
業
務

の
柱
で
あ
る
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
や

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な

ど
「
農
地
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
に
向
け
て
、
そ
の
取

り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
館
市
農
業
委
員
会

会　
長　

糸　

屋　

由
衛
門

動
き
出
す
農
業
委
員
会

宮
市
が
遊
休
農
地
対
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
枝

物
に
つ
い
て
、
枝
物
農
家

の
舘
野
久
夫
さ
ん
の
枝
物

畑
を
視
察
し
ま
し
た
。
舘

野
さ
ん
は
現
在
三
ha
の
畑

を
借
り
て
約
一
〇
〇
種
類

の
枝
物
を
植
え
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
【
茨
城
県
で
は
、
常
陸
大
宮

市
、
常
陸
太
田
市
、
大
子
町
の

二
市
一
町
で
枝
物
部
会
が
設
立

さ
れ
、
現
在
七
十
九
名
で
運
営
。

耕
作
面
積
三
十
五
ha
。
二
十
七

年
度
の
出
荷
量
は
九
万
束
超
。

部
会
設
立
十
二
年
目
と
な
る
今

年
は
常
陸
大
宮
市
の
部
会
員
が

四
十
八
名
と
な
り
、
主
力
品
目

の「
ハ
ナ
モ
モ
」「
ヤ
ナ
ギ
類
」「
ミ

ズ
キ
類
」
等
約
一
五
〇
種
類
か
ら

二
〇
〇
種
類
を
栽
培
し
て
い
る
。

枝
物
部
会
の
売
り
上
げ
目
標
は

一
億
円
。】

　

昨
年
十
月
に
友
好
都
市

協
定
を
結
ん
だ
常
陸
大
宮

市
と
の
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
六
月
三
十
日
～

七
月
一
日
の
日
程
で
常
陸

大
宮
市
農
業
委
員
会
と
の

交
流
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
常
陸
大
宮
市
農
業

委
員
会
は
新
制
度
の
農
業

委
員
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
新
制
度
へ
の

移
行
に
あ
た
り
苦
労
し
た

点
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、

農
業
振
興
政
策
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
得
ら

れ
た
成
果
を
今
後
の
農
業

委
員
会
の
組
織
作
り
及
び

運
営
に
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

研
修
二
日
目
、
常
陸
大三

み

次
つぎ

市長を表敬訪問時

二日目視察の様子

常陸大宮市農業委員会と交流研修を実施

対
象
と
な
る
農
地
は

　

対
象
と
な
る
農
地
は
、

農
地
法
に
基
づ
い
て
農
業

委
員
会
が
所
有
者
に
対

し
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
勧

告
し
た
農
業
振
興
地
域

内
の
遊
休
農
地
で
す
。
な

お
、
協
議
勧
告
は
機
構
へ

の
貸
付
け
の
意
思
を
表
明

せ
ず
、
耕
作
の
再
開
も
行

わ
な
い
な
ど
、
遊
休
農
地

を
放
置
し
て
い
る
場
合
に

限
定
さ
れ
ま
す
。

課
税
強
化
の
手
法
は

　

通
常
の
農
地
の
固
定
資

産
税
の
評
価
額
の
一・八
倍

に
な
り
ま
す
。

実
施
は
平
成
二
十
九
年
度
か
ら

　

平
成
二
十
九
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
毎

年
一
月
一
日
時
点
で
協
議

勧
告
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
が
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
平
成
二
十
九
年
度
は

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日

が
基
準
日
と
な
り
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
は

大
館
市
農
業
委
員
会
ま
で

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
て

固
定
資
産
税
の

　

課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
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総
務
小
委
員
会

・農業委員会の業務活動の計画 ・農業委員研修の企画
◎北　村　鉄　正（公選・味噌内下）
　小　林　大　樹（公選・小坪川原）
　畠　山　　　薫（公選・曲田）
　虻　川　良　逸（公選・山田渡）
　木次谷　和　明（共済・葛原）
　岸　　　喜　一（公選・笹館）

〇田　村　秀　雄（公選・田茂の木）
　田　山　弘　一（公選・沼館）
　畠　山　米　藏（公選・松峰）
　花　田　昭　治（公選・深沢岱）
　成　田　レイ子（学識・大森）

農
業
振
興
小
委
員
会

・農作業標準賃金の策定 ・水稲作柄調査
◎渡　邉　久　雄（公選・五日市）
　石　垣　忠　廣（公選・小茂内）
　松　澤　耕　策（農協・寺崎）
　石　山　元　一（公選・赤坂）
　石　垣　一　子（学識・中山）
　畠　山　秀　義（公選・板戸）

〇藤　盛　久　登（公選・本郷上）
　田　村　光　弘（公選・沢尻）
　小　林　茂　喜（公選・松原）
　富　樫　英　悦（公選・板沢）
　菅　原　久　隆（公選・羽立）

農
地
調
整
小
委
員
会

・農地転用等に係る現地調査 ・別段面積の設定
◎畠　山　豊　実（公選・別所）
　菅　原　和　久（公選・釣田）
　芳　賀　佐　助（公選・比内前田）
　小丹波　　　潔（公選・独鈷）
　山　内　俊　幹（公選・中羽立）

〇伊　藤　　　昇（公選・小館花）
　佐　藤　恭　一（改良区・粕田１区）
　小笠原　恒　義（公選・外川原）
　阿　部　重　信（学識・大谷）
　斎　藤　重　春（公選・黒沢）

【◎は委員長、○は副委員長】

総会開催・申請受付日程
　大館市農業委員会では、毎月１回総会を開催しています。農地の売買、貸し借り、転用等をしようと
する方は、受付締切日までに農業委員会に申請書を提出してください。
　平成28年９月から平成29年７月までの農業委員会総会の開催予定は、次のとおりです。

総会開催予定日 各種申請届出受付締切日 転用等現地調査日
平成28年９月14日（水） ８月30日（火） ９月５日（月）
平成28年10月14日（金） ９月30日（金） 10月５日（水）
平成28年11月15日（火） 10月28日（金） 11月２日（水）
平成28年12月９日（金） 11月28日（月） 12月１日（木）
平成29年１月16日（月） 12月26日（月） １月５日（木）
平成29年２月15日（水） １月30日（月） ２月６日（月）
平成29年３月15日（水） ２月28日（火） ３月６日（月）
平成29年４月17日（月） ３月30日（木） ４月５日（水）
平成29年５月15日（月） ４月28日（金） ５月２日（火）
平成29年６月14日（水） ５月30日（火） ６月５日（月）
平成29年７月14日（金） ６月30日（金） ７月５日（水）

※総会開催日は変更になる場合があります。

農業委員の任務分担
（平成28年７月20日～平成29年７月19日）

会長　糸屋　由衛門（公選・中山）　　会長職務代理者　安部　幸美（公選・餅田２区）

農地の売買、貸借、転用等には農業委員会や秋田県の許可が必要です
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